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１ 農業大学校跡地活用に関する新聞報道及び跡地周辺 

を含めた今後について           （６０分） 
 

平成 28 年４月 27 日付けの日本経済新聞に、「㈱ＩＨＩ（旧石川

島播磨重工業㈱）」が鶴ヶ島市県農業大学校跡地に航空機エンジン

整備の新工場を建設する方針を固めた」との記事が掲載されまし

た。他にも埼玉新聞、朝日新聞、毎日新聞でも掲載されております。 

記事には、「県は、次世代産業を育成する先端産業創造プロジェ

クトの目玉となる企業誘致を模索してきた。」「ＩＨＩとの交渉は１

年以上前から水面下で進めてきた。」「経済産業省などの仲介で交渉

が始まった。」「お互いに鶴ヶ島市の予定地とＩＨＩの瑞穂工場を視

察するなど地道に信頼関係を積み重ね、ようやく先端産業の誘致に

道筋をつけた」とあります。 

今後、需要の拡大が期待される航空機エンジンの大手企業である

ＩＨＩが本市への工場移転を希望されていることは、大変ありがた

いことであります。航空産業として、裾野も広く、これから更なる

発展が期待される企業であります。 

私は、現在、市議会議員として２期目であります。平成 23 年６

月に初めての一般質問で「農業大学校跡地活用」について質問して

から、これまで７回にわたり跡地活用関連の質問をし、この数年間

の現状を「足踏み状況の中、具体的にどうなるのか、不透明感が拭

い去れない。」と述べさせていただきました。これまで数年にわた

って県との協議、企業誘致の進捗に関する情報が全くなかった中

で、今回、突然、企業名が出てまいりました。 

２年後の平成 30 年稼動を目途にとの記載もあり、受け皿となる

農業大学校跡地周辺の現状を見るに、これから跡地活用の事業計画

や県議会での意思決定、市街化編入等都市計画決定などの開発関連

諸手続き、道路、上下水道などの基盤整備、忘れられては困るもの

として、緑地や水源など自然環境の保全に向けた協議、更には、圏

央鶴ヶ島ＩＣに接続する都市計画道路の整備など、事前に準備しな

ければならない課題や協議、調整など必要な問題が山積しているよ

うに見受けられます。 

大手有名企業名が報道されたことで、注目度と期待感が高まる一

方、これまでの県との協議経緯や跡地及び周辺の現状をみるに、受

け入れ側の態勢や準備が全く整っていないように思われ、期待が大 
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きい反面、不安要素も少なくありません。 

こうした現状を踏まえて、市は、今後どのような考えで、どのよ

うに取り組んでいくのか、新聞で掲載された内容等の真相を含め以

下質問いたします。 

 

（１）新聞に掲載された内容等の真相について 

（２）県との協議状況について 

（３）知事の意向と県議会の動向に関する情報について 

（４）企業誘致のタイムスケジュールについて 

（５）開発手法、諸手続きについて 

（６）周辺道路、上下水道等インフラ整備について 

（７）緑地、水源等自然環境の保全について 

（８）都市計画道路川越鶴ヶ島線及び鶴ヶ島南通り線について 

（９）跡地に隣接する川越市、日高市との関連性について 

（10）地元地区及び環境団体への対応について 

（11）企業誘致及び周辺整備等を含めた総合ビジョンについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


